
有限会社マル・アーキテクチャ様式第 14号　技術提案書（本業務の実施方針）
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その場で
発信できる

ポスター

市の広報 オープンな
活動スペース 展示

使い方が
わかる展示 作品展示図書

SNS
ポータルサイト

SNS

ポータルサイトデジタルサイネージ

映像展示 デジタルツール

近所のうわさ

色々な活動

市民コーディネーター

実空間
（ハード）

情報空間
（デジタル）

活動
（ソフト）

展示や図書で
活動を知る

発信する創造する情報と出会う

表現のツリー

歴史と未来のツリー

体験のツリー市民芸能まつりで
小千谷民謡

外遊び

船岡山で星空観察

ものづくり教室

チャレンジショップ

口コミで人気のお店で取材
おぢやさんぽ

オンライン配信

企画会議

おはなし会

まちゼミ

コーラスサークル

対話のツリー
創造のツリー

情報や人の拠り所
となる「ツリー」
情報や人の拠り所
となる「ツリー」

5つの「ツリー」が
有機的に空間をつなぐ
5つの「ツリー」が
有機的に空間をつなぐ

まちじゅうに情報や人の
ネットワークをつくる
まちじゅうに情報や人の
ネットワークをつくる

設計完了ホールド
ポイント

ホールド
ポイント

ホールド
ポイント

R4.04

図書作成

申請
詳細仕様検討

事前協議 事前協議
概算 調整積算

一般図・基本仕様検討
一般図確定

積算
行政協議

設計工程 与条件整理

021107R3.04
ホールド
ポイント

小千谷リビングラボに登壇した中間支援組織「岡
崎まち育てセンター・りた」の創立者。市民参加
型公共施設計画やまちづくり支援組織論を展開。

グラフィックレコードの第一人者であり UX デ
ザイナー。多摩美術大学メディアデザイン担当。
著作「議論を可視化するグラフィックレコーディングの教科書 」

全国で教育施設や公共図書館等の実績多数。
設計プロセスにおける市民協働 WS を数多く
実践。

全国で公共図書館や図書館複合施設の実績多
数。市民協働の研究で博士号取得、実践を重
ねる。「触発する図書館 ―空間が想像力を育てる―」共著。

A. フレーム会議

B. プラットフォーム

小千谷リビングラボ

主催
フィードバック

企画運営を
協働

協力

適宜参加
定期的に開催

C. プレイベント

清水淳子

高野洋平

森田祥子

三矢勝司

情報環境主任

管理技術者

意匠主任

市民協働主任

活動が有機的につながる

情報と人の拠り所

情報と人の
ネットワークをつくる

小千谷市の新たなまちなか拠点としての本施設は、これまで培われてきた、歴史・文化・
自然といった豊富なまちの資源をつなぎなおし、まちの新しい価値を生み出す創造の場と
なることが期待されています。
私達は、誰もがアクセスすることのできる幅広い「情報の入口」をつくることで、市民一
人ひとりがそれぞれの興味から出発して様々な情報と出会い、創造し、発信するという活
動のサイクルを生み出す施設づくりを提案します。

小千谷市の老若男女様々な市民の興味に応じた「情報の
入口」をつくります。
設計にあたっては、下図のように「市民が興味を持って
施設を利用するステップ」と「利用をサポートする情報
の入口」の関係をつくります。

①実空間　：建築、図書、展示など
②情報空間：SNS、WEBなど
③活動　　：交流、創作、表現など
３つをすべて「情報」として捉え、これらを組み合わせ
て幅広い市民が興味を持って利用できるものとします。 3 つの「情報の入口」が集まり多

様な情報や人の拠り所となる「ツ
リー」をつくります。

それぞれのツリーは、「オープンな活動の場所」「棚やディスプレイなどの情報を発信するし
つらえ」など、様々な情報と人の拠り所となります。

5つのツリーをきっかけにして多様な活動の場所をつくることで、それぞれ特徴の異なる場
所を生み出し、それらが有機的につながる空間をつくります。

ツリーのまわりで起こる活動が見えることで利用者同士の交流を生み出し、デジタルを併用
して、まちじゅうに情報や人のネットワークをつくります。

参加の裾野を広げる
すべての市民に開か
れたイベント。
開館後の運営シミュ
レーションとしても
機能します。　

C. プレイベント
小千谷リビングラボと
協働してつくるプラッ
トフォーム。
具体的な利用想定か
ら、施設検討や運営体
制づくりを行います。

B. プラットフォーム
担当各課や関係施設
等による専門的な会
議体。
市政との適合判断や
工程・予算など事業
の骨格をつくります。

A. フレーム会議

業務の実施にあたっては、設計の段階に応じてホールドポイントを設
定し、常に関係者全体に明確に共有することで、手戻りの少ない確実
な工程管理を行います。
日々変化する社会情勢に対して、予め安全な工程管理を行うことに
よって、適宜見直しを図るなど柔軟な対応が可能になります。

社会情勢に柔軟に対応する確実な工程管理
多角的なチームを構成することにより、幅広い業務に取り組みます。
専門性の高い会議から市民に開かれたイベントまで、３つの協働の場
を実現します。

３つの協働の場を実現する多角的なチーム
実施体制・スケジュール

提案コンセプト

多様な「情報の入口」による活動のサイクルをつくる

施設利用を促す 3つの「情報の入口 (実空間・情報空間・活動 )」

３つの「情報の入口」が集まる「ツリー」

情報や人の拠り所となる「ツリー」

5つの「ツリー」が有機的に空間をつなぐ

まちじゅうに情報や人のネットワークをつくる

特定テーマ１　実空間と情報空間の融合の考え方について　▶様式 15号

特定テーマ１　

特定テーマ３　

特定テーマ 2　

特定テーマ２　配置方針、構造・階数・機能・意匠等建築物の企画について　▶様式 16号

特定テーマ３　施設とまちのつながりに関するビジョンについて　▶様式 17号

３つの「情報の入口」をデザインする

施設の拠り所となる「ツリー」

利用者層に応じた興味のきっかけをつくる

施設づくりの基本方針

デジタルと実空間の融合施設の考え方

活動

サイン

オンライン配信

展示

サイネージ

ある利用者の「施設利用のステップ」と３つの「情報の入口」の関係のデザイン例



有限会社マル・アーキテクチャ様式第 15号　技術提案書（特定テーマ① 実空間と情報空間の融合の考え方について）

屋外イベント広場

多目的
スタジオ

ダンス
スタジオ

音楽
スタジオ

屋内広場

こども広場

屋根付き
広場

ものづくり広場デジタル
スタジオ

学習室

一時
預かり

コミュニティ
スタジオ

体験のツリー

対話のツリー

歴史と未来のツリー

創造のツリー

表現のツリー

多目的
スタジオ

ダンス
スタジオ

音楽
スタジオ

屋内広場

こども広場

屋根付き
広場

本町商店街

屋外イベント広場

ものづくり広場デジタル
スタジオ

学習室

一時
預かり

コミュニティ
スタジオ

屋外イベント広場

多目的
スタジオ

ダンス
スタジオ

音楽
スタジオ

屋内広場

こども広場

屋根付き
広場

ものづくり広場デジタル
スタジオ

学習室

一時
預かり

コミュニティ
スタジオ

体験のツリー

対話のツリー

歴史と未来のツリー

創造のツリー

表現のツリー

多目的
スタジオ

ダンス
スタジオ

音楽
スタジオ

屋内広場

こども広場

屋根付き
広場

本町商店街

屋外イベント広場

ものづくり広場デジタル
スタジオ

学習室

一時
預かり

コミュニティ
スタジオ

道具

映像

展示

図書

活動

黒板

関連本

ポスター

リラックス
スペース アクティブ

スペース

チラシ

SNS

ツール

オンライン配信

ポータルサイト

インターネット

サイネージ

コミュニケーション

スタジオ

活動の場所を
横断的につなぐ

活動を横断して
情報を発信する

サイン

ディスプレイ

情報と人の
拠り所になる

情報や人が
有機的に混ざり合う

展示

図書

道具

活動を横断的につなぐ
上空の「ブランチ（枝）」

人の拠り所となる「ルーツ（根）」

読む・使う

近景の情報

庭・広場

家並み

丘の上の社

越後三山
信濃川

遠景の情報

手に取って見る 立ち止まって見る 通りすがりに見かける

道具

ツール

図書

SNS

展示
サイネージ

ポスター
活動

交流
映像 オンタイム配信

にぎわいの音

サイン

サイン

展示

活動

活動
図書

風景
映像ポスター

多様な活動が一望できる空間

「ツリー」を拠り所とした多様な「情報の入口」

ツリーの２つの役割「ブランチ (枝 )」と「ルーツ (根 )」
高さに応じた活動と情報の拠り所をつくる

５つのツリーを拠り所として生まれる様々な利用シーン

活動を横断的につなぐ上空の「ブランチ（枝）」

活動の拠り所となる足元の「ルーツ（根）」

特徴的な場所をつくる５つのツリー

情報空間の骨格をつくる仕組み

多様な情報の入口をつくる融合施設の考え方

情報や人の拠り所となる「ツリー」
実空間と情報空間が融合した施設のイメージ

情報との出会いを生み出す空間の考え方

小千谷のまちで印象的なのは、小山や神社といった近景から信濃川・
越後三山といった遠景までが重なって豊かな視覚的体験を生み出して
いることです。本施設においても、「手に取ることのできる情報（近景）
」から「見て感じる情報（遠景）」まで、様々な情報を一望できる施
設をつくります。

ツリーが折り重なることで、足を踏み入れると、まるで本の目次の
ように自然に様々な情報が視界に飛び込んでくるような空間をつく
ります。書架、活動の場所、サイン、掲示物等を、高さや距離に変
化をつけて配置することで、様々な情報に自然に触れることができ
る空間とします。

幅広い市民誰もが興味を持って、それぞれの方法で情報にアクセス
できる多様な「情報の入口」を備えた空間をつくります。
「ツリー」を拠り所として、様々な情報の関わり方の入口となる空間
的な仕掛けをつくります。

  実空間
建築や図書、展示物、道
具など
情報空間
デジタルサイネージやオ
ンライン上のポータルサ
イト、SNSなど
　活動
人と人の交流や施設内で
の活動

ツリーには高さに応じて２つの役割をつくり
ます。活動の拠り所となる足元の「ルーツ（根）
」、活動を横断的につなぐ上空の「ブランチ
(枝）」と名付け、それぞれの役割を担います。

５つのツリーには、活動に応じてそれぞれ特徴をつくり変化
のある空間をつくります。

上空で大きく腕を伸ばすように延びていく「ブランチ
(枝)」は、それぞれの活動を横断的につなぎます。また、
エリアのサインやデジタルディスプレイ等情報を施設
全体に発信します。

足元に寄り添うように広がる「ルーツ ( 根 )」は、活
動の背面や情報の掲示板、本や物を置く棚、など情報
や人の拠り所となります。
オープンな形状とすることで、ぞれぞれの活動が混ざ
り合う関係をつくります。

対話のツリー 歴史と未来のツリー 表現のツリー 体験のツリー 創造のツリー

オンライン配信

SNS

オンライン配信

デジタル機器

コミュニケーション

活動

ものづくり

WIFI PC・タブレット

発表段差

展示

大型ディスプレイ イベント

ディスプレイ グループ学習

壁面

キッチン

オンライン配信 音楽・ダンス防音室

遊び内外の広場 SNS視線の抜け

図書

図書

道具

様々な工具やデジタルツールを活
用して、自由にものづくりができる。

施設内から越後三山の雄大
な風景を楽しみ、発信できる

ゆるやかな段差をつかって簡単
な発表をすることができる。

ディスプレイ お話会壁面

柔らかいカーペットの上で親子
でくつろぎながら読書ができる。

ダンスや音楽を楽しむだけでなく
オンライン収録や配信ができる。

屋内外の広場によって様
々な遊び方ができる。

眺望を楽しみながら本を読んだり、
オンラインで調べ物ができる。

様々なイベントに活用でき、施設内
のどこからでも様子を感じられる。

グループで集まって話し合ったり
ディスプレイを使って発表できる。

キッチンを中心として、リラックス
したコミュニケーションができる。

活動がまちから見え、オンラ
インでも同時発信できる。

歴史と未来のツリー

創造のツリー

対話のツリー
キッチンを中心とした
リラックスした
コミュニケーションの場

商店街に面して
まちの情報が集まり
活動を発信する場

ものづくりや
グループでの対話の場

ダンスや音楽等の活動や
プレゼンテーションの場

段差のあるスペースや
屋内広場など
五感を使って活動する場

表現のツリー

体験のツリー



様式第 16号　技術提案書（特定テーマ②配置方針、構造・階数・機能・意匠等建築物の企画について） 有限会社マル・アーキテクチャ

N

まちのツリー

体験のツリー

みんなのツリー

創造のツリー

活動のツリー

歴史と未来のツリー

体験のツリー

対話のツリー

創造のツリー

表現のツリー

キッチン
スタジオ
カフェ

点線2階床範囲

屋外イベント
広場

(±0)

一時預かり

(-2,600)

創作コーナー

多目的
スタジオ

コミュニティ
スタジオ

屋根付き
屋外広場

アーケード商店街

坂下駐車場
(42台)

本町
駐車場
(44台)

車椅子用
駐車場
(3台)

チャイルドシート
使用者用
駐車場
(3台)

駐輪場
(30台)

主出
入口

東側
出入口

北側
出入口

南側
出入口

ダンス
スタジオ

控室

事務・管理

WC

EV

屋内広場
こども広場

ものづくり広場

イベント
コーナー貸出

・
レファレンス

受付
カウンター

おはなし
コーナー

発表
ステージ

企画
展示室

デジタル
スタジオ

搬入

通用口

隣接駐車場

相互乗入れ位置

職員用
駐車場
(16台)

グループ
学習室

音楽
スタジオ

多目的
スタジオ

コミュニティ
スタジオ

屋根付き
屋外広場

本町商店街

坂下駐車場
(42台)

本町
駐車場
(36台)

敷地内
駐車場
(10台)

敷地内
駐車場
(10台)

屋外イベント
広場

車椅子用
駐車場
(3台)

チャイルドシート
使用者用
駐車場
(3台)

駐輪場
(30台)

主出
入口

東側
出入口

北側
出入口

南側
出入口

ダンス
スタジオ

控室

事務・管理

WC

EV

屋内広場
こども広場

ものづくり広場

イベント
コーナー貸出

・
レファレンス

受付
カウンター

おはなし
コーナー

融雪池

発表
ステージ

企画
展示室

デジタル
スタジオ

搬入

通用口

隣接駐車場

相互乗入れ位置

職員用
駐車場
(16台)

グループ
学習室

音楽
スタジオ

創作コーナー

(-2,600)

一時預かり

(±0)

郷
土
資
料

歴史

社会科学
自然科学

文学

技術・産業

芸術言語

哲学

雑誌・新聞

絵本

こども図書ヤング
アダルト

眺めの良い
カウンター席

地形を活かした
立体的な遊び場

既存地下水路を利用した池「タナ」
を計画し消雪に活用。

屋外イベント広場と
一体的に利用できる

屋根付き屋外広場と
一体的に利用できる

バスの待合いスペース

活動が見える
にぎわい創出

地形と植栽で緩やかに区切る

内外を一体的に
使える

屋外遊び道具
の貸出

展望テラス

EV

吹抜

コワーキング
スペース

コワーキング
スペース

準開架書庫

吹抜

吹抜

吹抜

吹抜

オンライン
ブース

体験のツリー

対話のツリー

創造のツリー

表現のツリー

信濃川・越後三山への眺望

賑わいが見える

落ち着いて集中できる
吹抜に面した個人席

利用者がいつでも
本を探せる準開架

ビデオ会議ができる

商店街と
つながる イベント広場と

一体利用

既存地形を
活用風景を臨む

施設の
中心となる

歴史と未来

対話 表現

体験
創造

賑やか静か

商店街側 イベント
広場

管理諸室

カウンター

出入口搬入

鉄骨フレーム

鉄骨柱：150x150

鉄骨フレーム

県産木材：□120

「ブランチ (枝 )」

「ルーツ (根 )」

職員用
駐車場
16 台

駐輪場
(30 台 )

利用者用
駐車場
42 台

利用者用
駐車場
46 台

敷地
移転
想定地

車椅子用
駐車場
3台
+

チャイルドシート
使用者用
駐車場
3台

車椅子用
駐車場
3台
+

チャイルドシート
使用者用
駐車場
3台

本町商店街

N

こども
広場

ものづくり
広場

ものづくり
広場

前面庭

職員車両動線
（相互乗入協議による）

歩行者

歩行者

一体利用

風景
風景

歩行者

搬入

相互乗入れ

車動線搬入車両動線

計画建物

屋外
イベント
広場

屋外
イベント
広場
屋根付き
屋外広場

地中熱利用地中熱利用

吹出空調
自然通風

自然通風

地中熱
ヒート
ポンプ

地中熱

情報や活動の先に
風景が見える

展望テラス

信濃川

越後三山居住域空調

屋外イベント
広場

屋外イベント
広場

こども広場

屋根下空間

ものづくり広場

本町商店街
商店街

屋内
広場

こども
広場

軒先
融雪
装置

耐雪屋根

屋内

既存基礎
南側道路レベル
（-2600）

南側道路レベル
（-2600）

商店街レベル
（±0）

商店街レベル
（±0）

情報や活動の先に
風景が見える

展望テラス

信濃川

越後三山

自然通風
ウインド
キャッチャー

２階には一人でもグループでも過ごせるコワーキングスペース
を配置します。
書庫を準開架とするこ
とで、全ての場所を市
民の居場所とします。

まちとつながる配置・動線計画 高低差を活かした計画

雪に配慮した屋根形状

越後三山への眺望

利用者が環境を選べる空間

配置計画

配置イメージ

（南側）地形や自然環境に寄り添う

（北側）商店街からにぎわいが見える

配置・１階平面イメージ 2階平面イメージ

平面計画

建物の入口は、商店街や周辺住宅地、駐車場といった多方向からの
アクセスに配慮し、４箇所に設けます。また車両動線は歩行者動線
と分離し、安全性に配慮します。
活動に応じてそれぞれの方向に広場を設けます。
北東側の広場は、駐車場と一体的なイベントを可能とします。

南東エリアのレベルを一段下げ、高低差のあ
る敷地に寄り添う計画とします。また建物は
既存基礎を避けて計画します。

越後三山への豊かな眺望を楽しむことができ
る視線の抜けをつくります。

風景と調和するおおらかな屋根

賑わいがまちにあふれる

外観計画

活動を一体的に包み込むおおらかな屋根と、
下屋を組み合わせ、雄大な越後三山や信濃川
への風景と調和した建物とします。

まちとつながる屋根下空間や広場
建物外周の屋根下空間や広場によって、周辺
環境と施設の活動の連続性を生み出します。

中心市街地に賑わいを生み出すように、内部
の活動の様子が見える四周に開いた外観をつ
くります。

５つのツリーを中心として場
所の違いをつくり、一体空間
の中に様々な特徴的な場所を
生み出します。

周辺環境とあわせて、にぎや
かな空間と静かな空間をゆる
やかにゾーニングし、音環境
が選べるようにします。

開放的な一体空間を支える「ツリー」
構造計画

小千谷の自然環境に寄り添う
環境計画

安定した地中熱と、豊富な雪資源を利用して、
冷暖房を行います。

「ルーツ(根)」の足元からの床吹出しによって、
活動スペースを中心とした居住域を空調しま
す。また「ルーツ(根)」はウインドキャッチャー
としても機能し、自然通風を受け止めます。

平面的にバランスよく配置さ
れた 5 つのツリーは、地場産
の流通規格材を組んだパネル
を鉄骨フレームと組み合わせ
ることにより地震力を負担し
ます。

5 つの「ツリー」が有機的に空間をつなぐ

自然エネルギーの循環をつくる

フラット形状の屋根によって、雪を安全に貯
める計画とし、軒先に融雪装置を設置します。

ツリーが環境装置となる

地場産の木材を使用した
耐震要素として機能するツリー

ゆるやかな音のゾーニング

賑わいを見晴らすコワーキングスペース

管理諸室は施設中央に集約し
ます。利用者はカウンターか
ら見守られながら安心して過
ごすことができます。

コンパクトな管理諸室

商店街と連続する軒

内部の活動の様子を視覚化する

賑わいがあふれる
屋外イベント広場

ステージとしても使える
屋外屋根付き広場

屋内外のこどもの
遊び場がつながる

こども広場

市道 下タ町 2号線

屋内広場

展望テラス

本町商店街

ダンススタジオ
多目的スタジオ

地形に寄り添う建物形状
周辺環境と建物をつなぐ下屋

自然通風をを受けとめる
ルーツ（根）

音環境を選んで過ごせる空間 効率よく利用者を見守りやすい管理諸室
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2021

基本設計

B. プラットフォーム・・・小千谷リビングラボと連携した参加の場

C. プレイベント・・・運営のシミュレーションにもなるイベントの開催

A. フレーム会議・・・施設の計画（建築・情報環境・運営）

場づくり 仕組みづくり ひと育て

情報環境基本計画 情報環境実施計画 情報システム構築戦略設計・企画立案
要件定義

管理運営基本計画 管理運営実施計画

プロトタイプ開発、ユーザーテスト

施設の使い方を考える

情報環境の仕組みを考える

ポータルサイトの運営広報・SNS・ホームページ等による情報発信

幅広い市民が参加できるイベントや「小千谷サロン」、「小千谷リンビングルーム」の開催

施設運営の仕組みを考える 施設コーディネーターの仕組みづくり

実施設計 発注 建設工事

2022 2023 2024

市民コーディネーター
交流会・イベント

・設計コンセプトの共有
・ツリーに必要な機能
・場所の使い方イメージ

・機能毎の利用時間帯
・場所の専有・共有　など

・市民コーディネーターの募集
・交流会やイベントの開催

・NPO・任意団体などの
　組織づくり

・テーマ配架の分類
・空間に併せたUI・UX
・サイン・グラフィック

ワークショップ

ワークショップ

ワークショップ 市民コーディネーター
グループの設立

機器の使い方を
サポート

簡単に実践できる

活動する仲間が増える

サークル活動

錦鯉

船岡山で自然観察

市民会館

学校

小千谷民謡

病院

わんパーク

高校生の部活動

風船一揆

片貝まつり

料理が得意な人

美味しいお店

おぢやまつり

サンプラザ

出張図書館

道具の貸出

展示・発表会

ものづくり教室

まちに花を
植えよう

イベント情報の掲示

○○さんのレシピまちのウワサ

まちの広報誌の発行

口コミ

道具の展示

写生大会

デジタル情報の活用

活動のアーカイブ

オンライン配信

公開講座

おはなし会

子育て

生活

歴史

文化

教育・学習

人

自然・風景

空き店舗に出店

まちゼミ

お店の情報

イベント
広場

郷土資料

映像展示

料理教室

チャレンジ
ショップ

お店に行ってみよう

歴史と未来の
ツリー

表現の
ツリー

対話の
ツリー
図書館等複合施設

中心市街地エリア

小千谷市全域

体験の
ツリー創造の

ツリー

雪

牛の角突き

小千谷縮

信濃川

西脇順三郎

地域産業

まち歩き神社・寺

石碑

美味しいお店を
インタビュー

「対話のツリー」に
情報を展示

おすすめレシピを
つくってみる

お店に行ってみる

コミュニティスタジオ
から生放送

＃をつけた
ツイート

口コミ

ポスター

活動報告かわら版

アウトリーチでの活用 外部イベントでの参照施設機能の相互補完 市民同士の情報交換

仕組みづくり ひと育て場づくり

公民館

学校

連携

市民活動アーカイブ

小千谷リビングラボでの企画として、施設計
画に関わる様々な人の顔が見え、それぞれの
思いが伝わる「小千谷サロン」を対面やオン
ラインで連続開催します。
施設のプロセスを知ることで、施設や活動に
関わりたくなるきっかけになります。

プロセスを発信する「小千谷サロン」の開催
持続的にまちの情報を収集し、発信する市民
活動の仕組みを小千谷リビングラボと一緒に
つくります。 
施設の広報を担うチームの育成や、施設内外
で活動した市民が SNSで積極的に情報発信
できる仕掛けを、プロセスの中で醸成します。

市民による情報発信の仕組みをつくる

市民活動をアーカイブする

施設開館前に図書館HPをリニューアルし、新しい複合施設のHPと
なるポータルサイトをつくります。
図書館サービスや市民活動アーカイブ、みんなの SNSなど、関連す
るリンクを集約し、あらゆる情報へと辿り着く入口となります。

施設内外で行われた活動をアーカイブする仕組みをデザインします。
たとえば施設利用者に絵日記のような簡易な活動レポートを描いても
らったり、ツイッターやインスタグラムに施設の #タグをつけて投
稿してもらうなどが考えられます。
蓄積したアーカイブは誰もが検索して気軽に見られる様に分類し、ク
ラウド上で公開します。

市民コーディネーターを育てる施設づくりのプロセスインターネット情報の入口となるポータルサイトの開設

設計プロセスを通じて、活動の入口をつくる市民コーディネーターを育成する
実践事例【NPOトサシカケNITARI】

みんなの活動拠点「小千谷リビングルーム」

まちの情報を収集し、ツリーを中心に行われ
る多様な活動とつなぎなおすことで、あらた
な興味や活動を生み、まち全体へと展開する
ことができます。

賑わい創出

小千谷リビングラボは、施設活用を話し合う
だけでなく、「場づくり」「仕組みづくり」を
通して、施設内外での活動やまちづくりに関
わる「人を育てる」プラットフォームだと考
えています。
そこで将来に渡って継続して市民活動を牽引
する人材を育てるための企画運営・プロセス
デザインをリビングラボと協働して実施して
いきます。

小千谷リビングラボと連携した持続的な市民活動を育む

市民コーディネーターを育む様々な仕掛け

市民協働

アーカイブのクラウド化は、公民館や学校などの他施設との連携や図書館のアウトリーチサー
ビスを支援します。また市民同士がアーカイブを通じて互いの活動を知ることで、情報交換
をするきっかけとなります。

まちじゅうでの活動をサポートするクラウドサービス

各種SNSなど
市民活動アーカイブ
施設サービス
図書館サービス

市民活動ポータルサイト

高知県土佐市複合文化施設「つなーで」では、
設計から建設に至るプロセスの中で「仲間づ
くり」をおこなった結果、若手人材が将来的
に施設運営に関わる
NPOを立ち上げて、
まちづくり活動を始
めています。

施設の使い方やどんな活動がで
きるのかを、訪れた人に分かり
やすく伝える市民コーディネー
ターの育成を想定しています。
市民コーディネーターを中心に市民同士の「学
び合い」を促進することで、参加のハードル
を下げ、市民主体の活動へとつながります。

旧子育て支援センターわんパークを活用して
小千谷リビングラボや施設整備の活動拠点
「小千谷リビングルーム（仮称）」をつくりま
す。施設計画やプロセスを模型などで分かり
やすく展示し、いつでも気軽に立ち寄り、意
見や感想を言うことのできる場所とします。

まちじゅうに情報や人の
ネットワークをつくる

運営の担い手育ての取組（土佐市実践例）「学び合い」を促進する市民コーディネーター

まちの情報と活動をつなぐ

設計分室で市民に見えるよう模型等を展示（土佐市実践例）施設のコンセプトやプロセスを伝える取組（松原市実践例） 市民による広報活動のイメージ


